
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主催：まちづくり市民大学ＯＢ会  後援：上越市 
 

■高齢者の福祉を考える（公開講座）  ７月１４日(土) １４時～１６時 

上越市の高齢者福祉の取り組みについて、高齢者福祉課から政策や事業についての説明をし

ていただきます。特に、市民と協力して取り組めば効果が上がる分野として、介護予防に関す

る事について、重点を置きます。 

説明の後は、数名ずつ小グループに分かれて、思っていた事や私達にできそうな事など、自

由に懇談し、課題解決に向けた視点や発想を広げます。 

会場：市民プラザ第２会議室 （上越市土橋 1914-3） 

■上越市の将来を考える（公開講座）  ７月２１日(土) １４時～１６時 

人口減少が進む上越市の 10 年後、20 年後を考えます。その参考として、上越市創造行政研

究所から、市の人口の推移と将来推計、高齢化・少子化の様子、人口動態、人口減少が地域に

与える影響などについて説明していただきます。説明の後は、数人ずつの小グループに分かれ

て、人口減少が将来の市民生活、地域経済、行財政などに与える影響などを自由に討論し、人

口減少に適合する地域社会の姿を考える第一歩とします。  

会場：教育プラザ研修棟 3F 大議室 （上越市下門前 1770 番地） 

■観光振興を考える（公開講座）    ７月７日(土) １４時～１６時 

上越市の観光振興の取組みについて、観光振興課から観光振興４ヵ年計画を中心に、観光振

興や事業についての説明をしていただきます。 

説明の後は、数名ずつ小グループに分かれて、思っていた事や私達にできそうな事など、自

由に懇談し、課題解決に向けた視点や発想を広げます。特に観光振興の施策に対し、市と市民

がお互いに、何を期待し、実践して欲しいのか、どんな事なら協力できそうか？議論します。 

会場：市民プラザ第２会議室 （上越市土橋 1914-3） 
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<沿革> 平成９年から上越市主催で始まり、途中から市民と一緒に講座を企画・運営する

ようになり、平成２２年まで続きました。平成２３年からは、修了生ＯＢが講座を企

画・主催し、今日に至っています。市民による市民の為の“まちづくり講座”です。 

<狙い> いま暮らしているまちの課題を解決に導くには、どうしたら良いか？市民だから

気付くこと、市民だからできることがあり、一方で、行政だから分かること、行政だ

からできることもあり、それぞれ違いがあります。より良いまちに一歩ずつ近づけて

いくために、行政に要望を出して終わりではなく、私達市民も自ら取り組めることに

挑戦し、行政と市民とそれぞれの得意分野で協力していこうとするものです。 

<方法> 上越市ならではの事情に即した解決策をみんなで探り、解決に向けて一歩を踏み

出そうとする所に、ヤリガイを感じながら、互いに学び合う集まりです。先生の言う

事を暗記するとか、モデルケースにそって練習するとか、そうした退屈な授業、イヤ

イヤ勉強した昔の学校とは正反対なのが、この“まちづくり市民大学”です。 

 

 

 

 

第１講座／６月３０日（土）１４時～「地域活性化について考える」公開講座 

第２～第４講座／公開講座で、表面に記載の通りです。 

第５講座／７月２８日（土）１４時～「私の思いを聞いてください」 

（参加者の思いを語り合います） 

第６講座／８月下旬まで 実践に向けての作戦会議 

第７講座／９月２９日（土）１４時～「中間報告会」 

第８講座／12月 15日（土）１４時～「まちづくり活動実践発表会」・修了式 

１．開講期間 平成 30年 6月 30日（土）～12月 15日（土）  ２．会場 主に上越市市民プラザ 

３．対象と定員 上越市以外にお住まいの方も受講できます。 定員：45名程度 

４．受講料 2,000円 開講日当日いただきます。 

* 自己都合による途中退学の場合は、受講料の返金は致しません。 

５．申込み方法 お名前、年齢、住所、Eメール、FAX番号、選択するテーマ（第１希望～第 2希望）を 

適宜の様式に記入して以下にお申込みください。 

Fax 5 4 4 - 5 9 2 7 電子メール maka5927@joetsu . ne . j p 

郵送 〒942-0074上越市石橋 2-8-24（まちづくり市民大学 OB会 増田宛）携帯 090-5534-9624 

申込みは随時受付をしています＊お申込みを頂いた方には「受講案内」をお送りします 

。 

第５講座からは、表面記載のテーマごとの班に分かれて活動します。第７講座と第８講座以外は、

班のメンバーで相談して日時を決め、必要な回数だけ集まり、取り組みを進めます。（ゼミ活動） 


